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商工会は経営支援を通じて
事業者の未来に貢献する

「商工会は 行きます 聞きます 提案します」

2 県連通常総会 / 法律相談

3「進取の気性」を経営に活かす

4 未来を応援 / 中退共の退職金制度なら

https://www.gifushoko.or.jp/
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店
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
私
が
引
き

継
ぐ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
通
常
の

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
の
営
業
形
態
で
あ
る

大
人
と
子
供
の
月
会
員
制
度
で
は
な
く
、

大
人
の
月
会
員
を
取
ら
ず
に
私
の
資
格
や

経
験
を
生
か
し
た
キ
ッ
ズ
専
門
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
と
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
な
ど
を
行
う
運
動
教

室
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
選
手
育

成
・
人
材
発
掘
を
目
標
と
し
た
「
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
ジ
ム
＆
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
」
に
改
装
し
開
業
い
た
し

ま
し
た
。

キ
ッ
ズ
が
伸
び
伸
び
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

が
で
き
る
環
境
づ
く
り

通
常
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
で
は
、
大

人
と
子
供
が
一
緒
に
な
っ
て
登
り
ま
す
。大

人
が
い
る
と
気
を
遣
っ
て
子
供
が
登
り
に

く
く
な
り
、逆
に
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
を
し
て

い
る
と
大
人
が
登
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
当
ジ
ム
は
、
少
人
数
制

に
て
有
資
格
者
で
あ
る
私
が
指
導
し
、
安

全
に
伸
び
伸
び
と
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
で
き

る
環
境
で
す
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
運
動
教
室
（
50
分
）
→

も
っ
と
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
コ
ー
ス
（
90
分
）

→
選
手
コ
ー
ス
（
１
２
０
分
）
と
段
階
的

に
レ
ベ
ル
を
分
け
た
ク
ラ
ス
を
設
け
て
い

ま
す
。

競
技
と
し
て
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
取
り
組

む
人
口
が
少
な
い
為
、
今
後
は
岐
阜
県
代

表
選
手
に
な
り
国
体
を
目
指
し
て
頑
張
る

ス
ク
ー
ル
生
を
多
く
輩
出
し
、
い
ず
れ
は

日
本
代
表
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
を

輩
出
す
る
こ
と
が
私
の
目
標
で
す
。

商
工
会
の
活
用

商
工
会
の
指
導
の
も

と
販
路
拡
大
の
た
め
持

続
化
補
助
金
に
取
り
組

み
、
８
月
12
日
13
日
に

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
の

キ
ッ
ズ
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
昨
年
は
東
海
は
も
ち
ろ
ん
鳥
取
・

大
分
・
京
都
・
富
山
・
石
川
な
ど
遠
方
か

ら
も
エ
ン
ト
リ
ー
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
岐
阜
県
版
の
小
規
模
事
業
者
持

続
化
補
助
金
に
も
挑
戦
し
て
お
り
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
の
移
動
壁
を
作
成
し
、
瑞
穂
市

の
保
育
所
を
回
り
、
幼
少
期
か
ら
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
て
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
普
及

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
専
門
家
派
遣
を
活
用
し
、
キ
ッ
ズ

ス
ク
ー
ル
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
外

部
に
販
売
を
し
て
い
け
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

（
所
属

　

瑞
穂
市
商
工
会
）

Ａエ
イ
ド
ピ
ッ
ト

Ｉ
Ｄ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
か
ら

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
!!

当
ジ
ム
は
瑞
穂

市
本
田
で
キ
ッ
ズ

ス
ク
ー
ル
専
門
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設

と
施
設
内
に
て
整

体
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
っ
て
い
ま
す
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｐ
Ｉ
Ｔ（
エ

イ
ド
ピ
ッ
ト
）で
す
。

立
ち
上
げ
ま
で
の
経
緯

当
初
は
２
０
１
７
年
に
瑞
穂
市
別
府
に

て
「
く
ぼ
た
接
骨
院
」
を
開
業
し
、
私
が

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
趣
味
で
行
っ
て
い
た
事

も
あ
り
ク
ラ
イ
マ
ー
の
治
療
や
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
岐

阜
県
代
表
選
手

の
国
体
帯
同
を

行
っ
て
お
り
ま

し
た
。

そ
ん
な
中
、

２
０
２
０
年
に

瑞
穂
市
本
田
に

あ
り
ま
し
た

「
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
ジ
ム
ひ
ょ
う

た
ん
島
穂
積

店
」
が
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
閉

元
気
企
業
紹
介

▪ 

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
＆
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
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▪

代
表　

窪 

田 

修 

平

資
格
：
公
認
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
コ
ー
チ
１
・

柔
道
整
復
師
・
公
認F

C
M

®
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ラ
ピ
ス
ト
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０
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０
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ル
体
験
受
付
中

▲岩登りをする様子

▲事業主の窪田さん ▲大会風景

▲当ジムでの練習風景
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県
連
合
会
で
は
、五
月
二
十
六
日（
金
）、

令
和
五
年
度
通
常
総
会
を
Ｏ
Ｋ
Ｂ
ふ
れ
あ

い
会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

会
長
挨
拶
で

は
、
岡
山
金
平

会
長
が
日
頃
の

本
会
事
業
活
動

へ
の
協
力
に
対

す
る
謝
意
を
述

べ
、『
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が

五
類
に
移
行
し

た
も
の
の
、
物
価
高
騰
や
人
材
不
足
な
ど

引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
今
後
も

事
業
者
支
援
に
軸
足
を
置
い
た
組
織
運
営

を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
令
和
五
年
度
は

「
商
工
会
未
来
創
造
プ
ラ
ン
後
期
五
か
年

計
画
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
な
る
。
更
な

る
支
援
力
と
組
織
力
の
強
化
の
た
め
商
工

会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

今
年
度
、
地
域
の
事
業
者
を
よ
り
支
援
出

来
る
よ
う
組
織
を
再
編
し
、
新
た
に
「
政

策
推
進
課
」
を
設
置
し
た
。「
政
策
推
進

課
」
で
は
、
商
工
会
と
連
携
し
地
域
商
工

業
者
、
会
員
の
皆
様
の
声
を
し
っ
か
り
と

取
り
ま
と
め
、
事
業
者
の
方
が
必
要
と
す

る
支
援
策
、
使
い
や
す
い
政
策
を
県
な
ど

関
係
機
関
に
提
言
し
、
実
現
を
目
指
し
て

い
き
た
い
』
と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
永
年
、
商
工
会
の
発
展
に
特

に
功
績
の
あ
っ
た
商
工
会
長
に
贈
ら
れ
る

岐
阜
県
知
事
表
彰
、
商
工
会
役
員
功
労
者

に
対
す
る
岐
阜
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

並
び
に
令
和
四
年
度
商
工
会
加
入
推
進
運

動
に
功
績
の
あ
っ
た
商
工
会
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
ご
臨
席
頂
い
た
来
賓
の
全
国
商

工
会
連
合
会
顧
問
渡
辺
猛
之
参
議
院
議
員

秘
書
大
東
由
幸
様
、
中
部
経
済
産
業
局
産

業
部
長
中
川
浩
之
様
、
岐
阜
県
議
会
議
長

野
島
征
夫
様
、
岐
阜
県
商
工
労
働
部
次
長

兼
松
伸
和
様
よ
り
ご
祝
辞
を
賜
わ
り
ま
し

た
。議

事
で
は
、
第
一
号
議
案
「
令
和
四
年

度
事
業
報
告
書
、一
般
会
計
収
支
決
算
書
、

貸
借
対
照
表
、
財
産
目
録
の
承
認
に
つ
い

て
」、
第
二
号
議
案
「
令
和
四
年
度
特
別

会
計
収
支
決
算
書
（
損
益
計
算
書
）、
貸

借
対
照
表
、
財
産
目
録
（
付
属
明
細
書
）、

利
益
処
分
計
算

書
の
承
認
に
つ

い
て
」、第
三
号

議
案
「
役
員
の

補
欠
選
任
に
つ

い
て
」
が
上
程

さ
れ
、
三
議
案

と
も
原
案
ど
お

り
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

◆
被
表
彰
者

・
岐
阜
県
知
事
表
彰

　

揖
斐
川
町
商
工
会
長　

服
部
均　

・
岐
阜
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

　

商
工
会
役
員
功
労
者
（
六
十
一
名
）

・
商
工
会
加
入
推
進
運
動
表
彰

　

郡
上
市
商
工
会
ほ
か
四
商
工
会

◆
新
役
員

・
理
事　

西
尾
将
史
（
県
青
連
会
長
）

（
敬
称
略
）

県
連
合
会

県
連
合
会  

令
和
五
年
度

令
和
五
年
度  

通
常
総
会

通
常
総
会
をを
開
催
開
催

▲岡山県連会長あいさつ

『弁護士による無料窓口相談会』をご利用ください！
お取引先の倒産や売掛金回収のトラブル、借金問題や事業再生、事業承継や相続に係る相談等、企業経営に伴う
法律問題等について、小規模事業者等の皆様が、直接弁護士と相談できる無料窓口相談会を開設しています。

◇ご注意
本事業は、解決策をアドバイスす
るものであって、弁護士がご相談
内容に関する書類作成等を行うも
のではありません。
◇申込方法（要予約）
事前に最寄の商工会までお申込
（ご予約）をお願いいたします。
オンライン相談は最寄の商工会にて
Zoomオンラインにて実施します。

経営者の皆様のお悩みにお応えします！
Zoomオンライン相談可

予約制 開催時間は午後１時から午後５時まで （１回のご相談時間は、50分単位の予約制です）

◆ 7月の開設日

◆ 8月の開設日

会場　ＯＫＢふれあい会館

担当　県連合会企業支援課
　058-277-1070月8 日8 火

月7 日25 火月7 日4 火

「無料法律電話相談」事業のご案内 法律に関することは、商工会にご相談ください

経営安定に関する相談、法律相談会などの事前確認や事後フォローなどにおける経営法務問題について、
商工会職員が無料で「弁護士」との電話相談をお受けします。

こんな悩みはありませんか。
● 連鎖倒産の恐れがある　　● 手形処理のトラブル　　　　　　　● 債権回収ができない
● 不当な契約要求　　　　　● 債務不履行などのトラブル　　　　● 返済のリスケジュール
● 破産・清算を考えている　● その他経営法務に関するトラブル

初期相談に限ります。詳しく相談されたい方は「無料法律相談会」などをご利用ください。
また、法的手続きを弁護士に委任するような場合には、手続きなどに要する費用は相談者の負担となります。

▲表彰
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皆さん、「進取の気性」（しん
しゅのきしょう）という言葉を
知っていますか。その意味は、従
来の習わしにとらわれることな
く、積極的に新しい物事に取り
組んでいこうという気質や性格
のことです。つまり、新しいこ
とにチャレンジすることです。

実はこの言葉、100年以上続く
老舗企業の多くが大切にしてい
るキーワードなんです。もちろ
ん、一番大事なものはお客様や
取引先からの信用や信頼なので
すが、それを維持するだけでは
変化の激しい時代を生き残って
いくことは難しいと考えている
んですね。

約３年間のコロナ禍で私たち
の生活は大きく変わってしまい
ました。現在、新型コロナ感染
症は「５ 類」に移行し、インバ
ウンド需要や人出の増加が個人

消費を中心に幅広い業界でプラ
スに働いています。先日、中津
川市の馬籠宿に寄った際も国内
の観光客やインバウンド客でに
ぎわっていました。

一方で、コロナ禍をきっかけ
に売上減少や仕入価格の高騰等
の影響により経営難に陥ってし
まった事業者や跡取りがいない
ことで廃業を決断した事業者も
多くあります。

ある下請製造業のお客様は、
コロナの影響で仕入原材料の高
騰に対応できず赤字が続いてい
ました。そこで、主要取引先に同
行して直接値上交渉をしてきた
のですが、その効果も限定的で、
利益が出ずに資金繰りが悪化し
たことで廃業することになって
しまいました。このような事例
は数多くあると思います。これ
から、実質無利子・無担保のコ

ロナ融資（ゼロゼロ融資）の返済
開始が、本年の６月から８月以
降にピークを迎えると言われて
います。資金繰り状況が厳しい
企業が増えることが予想されま
す。依然コロナ融資の返済が難
しい方は、再度リスケジュール
も可能な借換保証制度も始まり
ましたので、商工会や金融機関
に相談してみてください。

コロナの影響は収束しつつあ
りますが、中小企業の経営に
とっては、ウクライナ情勢によ
る原油価格や物価の⾼騰、賃上
げ要請など引き続き外部環境の
変化は厳しい状況です。こんな
時だからこそ、資金繰りの円滑
化を図りつつ「進取の気性」で
将来を見据えて新しい取り組み
にチャレンジしていく重要性や
緊急性が高まっていると言える
のではないでしょうか。

第1回
「アフターコロナ時代を
　　　　　活きぬく経営」

オフィス・インサイドアウト
中小企業診断士　水 野 輝 彦

「進取の気性」を
経営に活かす
水野先生には、今回から全10回シリーズで
会員事業者様のための経営に役立つ情報を
トピックスとして、連載していただきます。
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■ 事業所の紹介
岐阜県の飛騨地方

の玄関口、下呂市金
山町にて大正７年に
呉服屋として創業、
平成元年頃より呉服
屋の知識を活かし神
社の男性神職の装束
やお祭りの衣装、神社の内装品、のぼり旗や神前幕
といった布商品の販売を営まれ、その後は神社等か
らの各種道具や備品の相談や問い合わせが増えた事
で、神具の職人さんとの繋がりを強化し「神具・装
束の藤屋」として今日に至っております。

■ 伝統文化の承継に込める思い
皆さん、お祭りは好

きですか！藤屋の代表
を務める浅井哲彦さん
は地区で開催するお祭
りが大好きです。皆さ
んも神社で執り行われ
る神事、地区のみんな
で担ぐ神輿、立ち並ぶ
屋台などお祭りの思い
出があると思います。
しかし、この3年間は
神事や祭りらしい行事がほとんど開催される事は無
く、地域の大切な伝統文化の継承も行われませんで
した。今年に入り「神具・祭具」の問い合わせが増
加し、日常生活の復活を感じると同時に伝統文化の
継承に向けて取り組める喜びを感じています。

「神具・祭具・仏具」の販売のみならず、その必
要とする道具の使い方から設置の方法、装束の着付
けまで丁寧に指導する事ができ、伝統文化の継承に
も貢献されています。

■ 後継者の新たな取り組み
平成27年に後継者の浅井基

宏さんが事業に携わり、取り扱
う商品のＰＲや営業用のリーフ
レットなど小規模事業者持続化
補助金を活用しながら販路拡大
に向けて取り組まれています。

日々の営業から全国的に女性
神職の方々が増加している事に
着目し令和元年には岐阜県初と
なる女性用神職の装束の販売を
始められました。

呉服屋時代からの知識を活かし、昔からの付き合
いのある縫い子さんの力を借りて女性装束の販売に
結びつけ、現在では新たな縫い子さんの数を増やし、
技術向上に努めながら新たな販売を拡大しています。

■ 今後に向けて
今後の課題として「装束の縫い子さん」の担い手

不足が深刻となってきています。縫い子さんは当店
にとってなくてはならない重要
な存在であるため、縫製技術を
持っている縫い子さんを募集し
ています。こうした課題解決へ
向けた支援など、今後の事業発
展へ積極的に取り組む「神具・
装束の藤屋」を商工会は応援し
続けてまいります。
� （金山町商工会）

藤屋
 下呂市金山町金山2051
 https://fujiya.jimdofree.com/
 0576-32-2074

店内

取り扱い商品

女性神職の装束

後継者 浅井基宏さん
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未来を応援

藤　屋
地域に根づく伝統文化の継承を守り、祭事や神事の
需要拡大に向けた取組み


